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7、千葉県（千葉市は制令都市に入れた） 
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委員 

学校飼育動物の研修会 6月 

飼育担当講習会 10 月 講師 4名 

（教委の希望で始めたが、H14 年に廃止）

訪問指導 希望４施設に3名づつ派遣治療

60 万円くらい予定 

---------------------------------- 

動物飼育担当教員相談会（１０月）を H1

３年度教委の要請で始めたがＨ14 年廃止

になった 

モデル校に訪問指導（H13 年度 4校 12 名）

ウサギの去勢事業 

Ｈ14 年ほぼ全校済み・会員個々に対応・事

業終了 

治療 （H14 年度 20 頭） 

予算は、治療費実績による  

 

約 束 の も

と 個 々 の

対 応 に な

る 

 

３名で希望４施

設に行っている 

昨 年 の 実

績により治

療費 

80 万円 

―― 

H13:75 万 

H12:85 万 

―――̶ 

講 習 会 講

師料 1 人

13000 円 

訪問指導 1

回 1万円 

治療費 

( １ 頭平均

6000 円) 
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飼育環境等指導業務委託契約「船橋市立小

学校学校飼育動物診療および飼育環境等

指導事業」 

 

希望校に 

1、訪問指導・総合生活科の授業 

２、各種の相談（病気など）受付 

 獣医師会が振り分ける 電話、ＦＡＸ

他、メールを行う 

3,治療費 

期末に教育委員会に実績報告の予定 

 

実 績 に よ

り 予 算 上

限 ま で 手

当される 

上限 

H17 11 万

H16 16 万 

H15 約 14.

H14 16.5 

 

 

２年で全校を訪

問する 

H17 年度 23 校訪

問予定。 

 

Ｈ14 年度 25 校、 

Ｈ15 年度残り 20

校 

 H16 年度 24 校 

 

治療費を含

んだ委託費

 

H17 年 度

55 万円 

H16  40 

H15  30  

H14 27 万 
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12 名 

 

 

「習志野市立幼稚園、小学校飼育動物診療

及び飼育環境等指導に係る契約」 

治療 

1、訪問指導・総合生活科の授業/全幼稚園

と小学校 

２各種の相談（病気など）受付 獣医師会

が振り分ける 電話、ＦＡＸ他、メール 

3、希望校に授業支援 

 

 

手当なし 

実 績 集 積

中 

 

 

幼稚園と小学校

全部に訪問する 

 

希望により授業

支援 

 

 

 

 

526155 円 

 

 

市川市 

H14 年度 
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28 内

24名 

 

モデル校を決めて 

１，飼育指導 ・定期訪問年２回 

２，相談を受ける 

他に治療の取り決めをしている 

モデル校２校から始めたが、H15 年度は６

校になった。飼育状況は改善している。 

 しかし飼育校もモデル校希望も減少し

ている 

 

基 準 料 金

を決めて、

会 員 個 人

が 治 療 後

請求して

いる 

モデル校 

４校に訪問指導 

 そのとき、周辺

の学校からも教

師が参加してい

る。 

H14 年度２校 

H15 年 6 校 

希望校は減少 

 

指 導 料 と

して 

 20 万円 

治 療 費 は

別 


